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【バンテージの装着方法について】 
 

バンテージの装着方法はＪＢＣルール第 92 条に規定されておりますが、近時、拳のナッ

クルパート部分に装着するバンテージ積層材の装着の仕方にバラツキが見受けられます。 

つきましては、別添の装着例を示した写真を参考に正しい装着方法の徹底をお願い致し

ます。 

尚、今後のバンテージのチェック体制については、下記のとおり運用いたします。 

 

記 

 

 ◆タイトルマッチにおけるバンテージの装着は、両ジムにおける「立会」を原則とする。 

 

 ◆立会をしない場合は、ＪＢＣがバンテージにサインする際に相手側ジムのチェックを 

原則とする。その際相手側から異議が申し立てられ、ＪＢＣがその異議を認めた場合 

は巻きなおしとなることがある。 

 

 ◆タイトルマッチに限らず、ロール状に巻かれたバンテージから布を引き出しナックル 

パートの大きさに布を折りたたむ作成方法（別添「バンテージの作り方」写真【可】 

〇印参照）以外に、予め用意された別途作成のバンテージ積層材をナックルパートに 

使用する場合は、事前にＪＢＣと相手側ジムに見せて了承を得ることを原則とする。 

 

以上 

 

 



バンテージの積層材（ナックルパート部）の作り方について 
 

バンテージの装着方法はＪＢＣルール第 92 条に規定されておりますが、近時、拳のナッ

クルパート部分に装着するバンテージ積層材の装着の仕方にバラツキが見受けられますの

で、以下の写真を参考に正しい装着方法の徹底をお願い致します。 

【可】 「折りたたむ」 

       

【不可】 「捩じり固める」 「ロール状に丸める」 「水に濡らす」 

       

」      


